


第１８２号 広 報 い し い （２）平成２７年１月１５日

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
す
が
す
が
し

く
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
　
昨
年
中
は
、
町
政
の
様
々
な
分

野
に
わ
た
り
、
温
か
い
ご
理
解
と

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
、
石
井
町
は
町
政
　
周
年

６０

の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。「
ず

っ
と
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
と
し

て
未
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
べ
く
、
更
な
る
発
展
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。

　
昨
年
の
日
本
は
、
広
島
の
ゲ
リ

ラ
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
、
御
嶽

山
の
噴
火
な
ど
、
様
々
な
自
然
災

害
の
脅
威
に
晒
さ
れ
た
１
年
で
し

た
。
徳
島
県
に
お
い
て
も
、
台
風

　
号
・
　
号
の
相
次
ぐ
上
陸
に
よ

１１

１２

り
県
南
部
が
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
石
井
町
か
ら
も
海
陽
町

へ
災
害
復
旧
活
動
に
出
向
き
、
お

互
い
に
助
け
合
う
心
「
絆
」
を
再

認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
末
に
は
新
庁
舎
の

落
成
式
も
無
事
に
挙
行
す
る
こ
と

が
で
き
、
災
害
に
強
く
住
民
の
皆

様
に
と
っ
て
安
心
・
安
全
な
防
災

拠
点
と
し
て
、
災
害
に
強
い
町
づ

く
り
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
職
員

一
同
気
持
ち
を
新
た
に
更
な
る
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
住
民

の
皆
様
を
お
出
迎
え
い
た
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
町
政
に
対
し
て
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希

望
に
満
ち
た
新
し
い
年
の
始
ま
り

を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
社
会
保
障
の
充
実
と

安
定
の
た
め
に
　
年
ぶ
り
に
消
費

１７

税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

国
に
お
い
て
は
さ
ら
な
る
引
き
上

げ
と
同
時
に
、
食
料
品
な
ど
の
軽

減
税
率
制
度
の
導
入
等
の
議
論
が

行
わ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
国
の

動
向
を
注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
第
２
次
安
倍
内
閣
が
進
め

る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
景
気
は

少
し
ず
つ
回
復
し
て
い
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
地
方
に
お
い
て
は

そ
の
成
果
は
見
え
ず
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
な
る
経
済
対
策
に
よ
り

景
気
が
回
復
し
、
今
年
が
明
る
い

一
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
石
井
町
も
自
主
財
源
の
乏
し
い

中
、
自
ら
徹
底
し
た
行
財
政
改
革

を
実
施
し
、
少
子
・
高
齢
社
会
へ

の
対
応
、
生
活
関
連
社
会
資
本
の

整
備
、
教
育
・
文
化
の
振
興
、
農

業
の
振
興
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
。
　
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
決
意
を
新

た
に
地
域
住
民
の
代
表
と
し
て
、

そ
の
責
務
と
役
割
の
重
大
さ
を
深

く
自
覚
し
、
豊
か
で
魅
力
と
活
力

に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
、
最
大
限
の
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
皆
様
の
ご
期
待
に
添

え
る
よ
う
努
力
を
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
本
年
も
皆
様
に
と

っ
て
健
康
で
幸
せ
な
最
良
の
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

町役場新庁舎
１月５日から業務開始しています！
　安心・安全なまちづくりの拠点として石井町役場
の新庁舎が完成し、１２月１７日に新庁舎落成式を行い
ました。また、式典終了後には新庁舎見学会を開催
し、ご来場された多くの皆さまに、庁舎内各フロア
のほか、町長室や議場などをご見学いただきました。

落成記念のテープカットを行落成記念のテープカットを行うう
来賓の皆さんと河野町来賓の皆さんと河野町長長 感謝状贈感謝状贈呈呈

新庁舎見学新庁舎見学会会

石
井
町
長

　
河
野
　
俊
明

石
井
町
議
会
議
長

　
藤
田
　
高
明



（３） 平成２７年１月１５日　第１８２号広 報 い し い

石井町役場庁舎見取り図

◆電話番号について
　町役場代表電話番号と各課などへの直
通電話は変更ありません。

◆休日届出業務等の受付について
　新庁舎南側入口の休日受付室で行いま
す。

◆旧庁舎の解体工事について
　工事開始は２月以降を予定しておりま
す。
　工事期間中はご迷惑をおかけいたしま
すが、ご理解とご協力をお願いします。

●問 総務課　☎６７４－１１１１



第１８２号 広 報 い し い （４）平成２７年１月１５日

●
平
成
　
年
度
石
井
町
住
宅
新
築

２６

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　
補
正
額

２
３
９
万
３
千
円

　
予
算
の
総
額５

５
３
万
２
千
円

●
平
成
　
年
度
石
井
町
一
般
会
計

２６

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
補
正
額

１
 ０
８
１
万
３
千
円

　
予
算
の
総
額

　
億
９
 ３
１
６
万
５
千
円

９２

，，

 ●
石
井
町
出
産
祝
金
支
給
に
関
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
新
生
児
の
出
産
に
対
し
出
産
祝

金
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次

代
を
担
う
子
の
出
産
を
奨
励
し
、

祝
福
す
る
と
と
も
に
、
町
の
活
性

化
と
児
童
の
健
全
な
発
育
及
び
定

住
の
促
進
を
図
る
た
め
に
、
本
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

 ●
石
井
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
に

つ
い
て
、
産
科
医
療
補
償
制
度
掛

金
の
引
き
下
げ
に
伴
い
、
同
制
度

に
加
入
し
て
い
る
分
娩
機
関
で
分

娩
す
る
場
合
に
加
算
す
る
額
を
引

き
下
げ
る
と
と
も
に
、
出
産
育
児

一
時
金
の
基
本
額
を
引
き
上
げ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
加
算
後
の
支
給

総
額
を
　
万
円
に
維
持
す
る
た

４２

め
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
長
及
び
副
町
長
の
給
料

及
び
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
石
井
町
長
及
び
副
町
長
の
給
料

に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員
の
特
別

職
に
お
け
る
給
与
の
改
定
を
踏
ま

条
例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正

え
、
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
改

め
る
た
め
、
本
条
例
を
改
正
し
ま

し
た
。

●
石
井
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
石
井
町
職
員
の
給
与
に
関
し

て
、
人
事
院
勧
告
及
び
徳
島
県
人

事
委
員
会
勧
告
に
よ
る
給
与
改
定

に
準
じ
た
改
定
を
行
う
た
め
、
本

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

 ●
石
井
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

　
石
井
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
、中
村
初
枝
氏
の
任
期

が
平
成
　
年
　
月
　
日
に
満
了
す

２６

１２

２４

る
こ
と
に
伴
い
、そ
の
後
任
委
員

と
し
て
木
村
晴
夫
氏（
下
浦
）を
選

任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

　
人
権
擁
護
委
員
、武
市
謙
一
氏

（
城
ノ
内
）の
任
期
が
平
成
　
年
３

２７

月
　
日
に
満
了
す
る
こ
と
に
伴

３１
い
、そ
の
後
任
委
員
の
候
補
者
と

し
て
同
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

人

事

 ●
町
道
の
廃
止
に
つ
い
て

　
道
路
法
第
　
条
の
規
定
に
基
づ

１０

き
、庁
舎
建
設
事
業
に
伴
う
町
道

高
川
原
１
４
０
号
線（
高
川
原
１

２
２
―
４
）の
路
線
を
廃
止
す
る

た
め
、議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

 ●
平
成
　
年
度
石
井
町
一
般
会
計

２６

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
補
正
額

１
億
３
 １
７
１
万
９
千
円

　
予
算
の
総
額

　
億
２
 ４
８
８
万
４
千
円

９４

●
平
成
　
年
度
石
井
町
国
民
健
康
保

２６

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
補
正
額

２
 ３
３
５
万
円

　
予
算
の
総
額

　
億
１
 ３
３
２
万
４
千
円

３３

●
平
成
　
年
度
石
井
町
給
与
集
中
管

２６

理
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
補
正
額△

４
 ３
６
２
万
９
千
円

　
予
算
の
総
額

　
億
９
 ６
５
３
万
５
千
円

１１

●
平
成
　
年
度
石
井
町
後
期
高
齢

２６

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

そ

の

他

補

正

予

算

，，

，

，，，

　
補
正
額

△
６
万
９
千
円

　
予
算
の
総
額

３
億
２
 ４
４
３
万
９
千
円

●
平
成
　
年
度
石
井
町
介
護
保
険

２６

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
補
正
額

７
 ４
７
２
万
７
千
円

　
予
算
の
総
額

　
億
５
 ９
１
４
万
６
千
円

２６

●
平
成
　
年
度
石
井
町
水
道
事
業

２６

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
収
益
的
支
出
　
補
正
額

４
２
８
万
５
千
円

　
予
算
の
総
額

４
億
８
 １
１
０
万
７
千
円

 採
択

●
公
共
施
設
等
へ
の
L
P
ガ
ス
設

備
の
導
入
に
関
す
る
請
願

不
採
択

●「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
」の

閣
議
決
定
の
撤
回
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

，，，，

請

願

議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
だだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよ

議
会
だ
よ
りりりりりりりりりりり

　
平
成
　
年
第
４
回
定
例

２６

町
議
会
を
平
成
　
年
　
月

２６

１２

２
日
か
ら
　
日
ま
で
の
９

１０

日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
本
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
町
提
出
の
議
案
は
、
す

べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
事
項
の
報
告

　
第
４
回
定
例
町
議
会
の

「
町
政
の
概
要
」
は
、
次
号

の
広
報
（
３
月
　
日
発
行
予

１５

定
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。



（５） 平成２７年１月１５日　第１８２号広 報 い し い

 　　　　　 ●問 清掃センター　☎６７４－６８４２

「プラスチック製容器包装
　　　　　分別排出のポイント」

石井CATVで放映します！
放映予定日：１月１６日（金）１７日（土）
　　　　　　２月２日（月）３日（火）の４日間
放映予定時間：①６：３０②１２：３０③１５：００
　　　　　　　④１８：３０⑤２２：００

在宅医療を行っている方へ
　プラスチック製のバッグやチューブ、カテーテルなどの医療系廃
棄物は『燃やせるごみ』に分別してください。
　ただし、注射針や点滴針などの鋭利なものは収集できませんので、
医療機関にお問い合わせください。 資

源
ご
み
の
分
別
　
四
か
条

一
　
汚
れ
は
サ
サ
ッ
と
水
洗
い

二
　
ラ
ベ
ル
や
キ
ャ
ッ
プ
は
別
に
す
る

三
　
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
つ
ぶ
す

四
　
危
険
物
は
入
れ
な
い
で
！ 

 

「
資
源
ご
み
」　
分
別
し
た
ら
　
た
か
ら
も
の

　町が収集した「ごみ」は、単に焼却したり、埋めたりして処分してい
るわけではありません。
　リサイクルできるものは売却・委託して、再生処理しています。
　だから、ごみの分別はとっても大事！分別ルールに従ってしっかりと
分別しましょう！

処理
方法

指定
袋資源ごみの分別手順・気を付ける点資源ごみの分け方

（識別マーク）

売却有
①中をさっとすすぐ②横方向に軽くつぶす
※カセットボンベやスプレー缶は穴をあけて『燃やせないごみ』に釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
分別してください

空 き 缶

委託有
①中をさっとすすぐ②キャップは外す
※化粧品用のガラスびんは必ず中を洗ってください
※哺乳びん等の耐熱ガラス製品は『ワレモノ』に分別してください釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

空 き ビ ン

委託有①中をさっとすすぐ②キャップやラベルは外す
③横方向に軽くつぶす

ペ ッ ト ボ ト ル

売却①束にする　※折り込みチラシと一緒でOKです新 聞
売却①束にする　※ノートやマンガはOKですが、アルバムはNG雑 誌
売却①開く②束にする　※ごみ袋の代わりに使わないでください釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫ダ ン ボ ー ル

売却①中をさっとすすぐ②開く③束にする
※アルミなしの紙パックに限ります飲 料 用 紙 パ ッ ク

委託有①さっとすすぐ白 ト レ イ

委託有

①中をさっとすすぐ
※容器包装以外の紙製品（ダイレクトメールやコピー用紙、ティッシ釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
ュ等の紙くず）は『燃やせるごみ』に分別してください釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

※内側がアルミの紙パックは洗ったり開いたりしなくてもOKです
が、ストローは必ず取り除いてください釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

紙 製

容
　
器
　
包
　
装 委託有

①中をさっとすすぐ
※食品等の付着物で汚れているものは洗ってください
※容器包装以外のプラスチック製品（バケツ、洗面器、カセットテ釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
ープ、おもちゃ等）は『燃やせないごみ』に分別してください釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

プラスチック製

資源ごみは分別して出しましょう資源ごみは分別して出しましょう
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　国民健康保険に加入されていた
方が、社会保険等の他保険に加入
された場合、国民健康保険を喪失
する手続きが必要になります。手
続きをされないと、国民健康保険
の資格がそのまま残り、保険料が
かかってしまいますので喪失の手
続きをお願いします。
※手続きに来られる際は
◎新しく交付された保険証
◎国保の保険証
◎印鑑 
をお持ちの上、石井町役場住民課
までお願いします。
（注意）国保加入者の方が後期高
齢者医療制度に移行された場合
は、手続きの必要はありません。
●問 住民課　☎６７４－１１１４

 

　国民年金は、年
をとったときや
いざというとき
の生活を、現役世
代みんなで支え
ようという考え
で作られた仕組
みです。具体的
には、若いときに公的年金に加入
し保険料を納め続けることで、年
をとった時や、病気やケガで障が
いが残ったとき、家族の働き手が
亡くなったときに、年金を受け取
ることができる制度です。
　国民年金のご相談・手続き等に
ついては、石井町役場住民課（☎
６７４－１１１４）または徳島北年金事務
所（☎６５５－０２００）までお問い合わ
せください。

 

国保喪失の手続きはお済みですか

～新成人の皆さんへ～
２０歳になったら国民年金

高川原福祉会館だより

 

　どんなことでも一
人で悩まずにお気軽
にご相談ください。
　心配ごと相談は、
石井町社会福祉協議
会（石井町クリーン
センター内）で、毎月第２・第４
火曜日の午前９時から正午まで開
設しています。相談無料、秘密は
厳守します。
●問 石井町社会福祉協議会

☎６７４－０１３９

 

　地域包括支援センターは、高齢
者の皆さんが住み慣れた地域で安
心した生活を続けられるように支
援を行う総合機関です。介護保険
の他にも高齢者やその家族からの
さまざまな相談に応じ、必要な情
報提供やサービス調整を行いま
す。お気軽にご相談ください。

 

　平成２７年２月１日現在で、全国
一斉に“農林業の国勢調査”とい
われる「２０１５年農林業センサス」
が実施されます。
　この調査は、今後の農林業の政
策に役立てるために５年ごとに実
施される極めて大切な調査です。
　平成２７年１月中旬から農林業を
営んでいる皆様のところに調査員
が訪問して、調査票に農林業の経
営状況などの記入をお願いします
ので、ご協力をお願いします。
※農林水産省・徳島県・石井町

心配ごと相談

地域包括支援センター

２０１５年農林業センサスに
ご協力ください

 

国民年金の第１号被保険者で年間
６０日以上農業に従事する６０歳未満
の人は、だれでも加入できます。
農業者年金の特徴・メリット
・少子高齢化時代に強い積立方式
（確定拠出型）の年金です。
・終身年金で８０歳までの保証付き
です。
・公的年金ならではの税制上の優
遇措置があります。
・農業の担い
手には、手厚
い政策支援
（保険料の国
庫補助）があ
ります。
・保険料の額
は自由（月額２万円～６万７千円）
に決められます。
（注意）農業者年金に加入される
人は、国民年金の付加年金（月額
４００円）への加入も必要となりま
す。
●問 農業委員会事務局

☎６７４－７５０７

 

　現在、見守り対象者の相談活動
のために、重点的に訪問調査活動
を行っております。個人情報は守
られますので、訪問調査に対して
ご協力ください。
　また、生活にお困りの方、悩み
ごと相談がある方は、下記にてご
相談を受けております。
●問 福祉生活課　☎６７４－１１１６
　石井町社会福祉協議会

☎６７４－０１３９

 

農業者年金に加入しませんか

民生・児童委員活動について

徳島県最低賃金の改正

担当地域包括支援センター担当地区

石井東部
地域包括支援センター

石井町石井字城ノ内５６３番地
☎６７４－７２６５

石井地区
（重松除く）
高川原地区

石井西部
地域包括支援センター

石井町浦庄字上浦１５７番地１１
☎６７５－３７２２

石井（重松）地区
浦庄地区
高原地区
藍畑地区

「成年後見」無料相談
1月26日（月）・2月23日（月）日　程
午後１時半～３時半時　間

行政書士（コスモス成年後見サポートセンター）相談員

高川原福祉会館　☎６７４－０４０３場　所

人権相談職業相談

2月12日（木）
3月12日（木）

1月15日（木）
3月19日（木）日　程

午後1時～4時午後1時半～3時半時　間

石井町人権擁護委員ハローワーク職員相談員

効力発生日時間額最低賃金件名

平成２６年
１０月１日６７９円徳島県最低賃金

平成２６年
１２月２１日７９８円造作材・合板・建築

用組立材料製造業

同上８２７円
はん用機械器具、生
産用機械器具、業務
用機械器具製造業

同上７９２円
電子部品・デバイ
ス・電子回路、電気
機械器具、情報通信
機械器具製造業
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日　時　２月２１日（土）
①　午後１時～午後１時１５分
②　午後３時～午後３時１５分
※雨天中止
場　所　国指定重要文化財
　　　　「田中家住宅」
◎事前申込みは不要です。また、
会場に駐車場はありませんので、
公共交通機関等をご利用くださ
い。
●問 田中家住宅　☎６７４－0707

 

　徳島に住んで
いる外国人の英
語の先生方によ
るユーモアたっ
ぷりの英語劇
『アナと雪の女王』
日　時　３月１日（日）
　　　　午後４時～午後６時
場　所　中央公民館
入場料　無料
主　催　石井町国際交流協会
●問 教育委員会　学校教育課

☎６７４－７５０５

 

 

試験日
　・教育委員会臨時職員等
　　２月１４日（土）
　・石井町臨時職員
　　２月１５日（日）
受　付　１月２６日（月）～
　　　　２月６日（金）
　　　　午前８時３０分～午後５時
　　　　（土・日曜日を除く）

ＡＪＥＴ英語ミュージカル

募　　集

平成２７年度石井町臨時職員・
教育委員会臨時職員等募集

職　種　一般事務・図書室司書・
学校司書・保育士・幼稚園教諭・
用務員・調理員・作業員・中央公
民館事務など
●問 詳しくは、石井町ホームページ
または総務課☎６７４－１１１１、教育
委員会☎６７４－７５０５まで

 

　申請書の交付および受付は、給
食センターで行います。
受付期間　２月２日（月）～１６日（月）
　　　　　午前８時３０分～午後５時
　　　　　（土・日・祝祭日を除く）
◆給食用納入物資内訳
冷凍食品・乾物・缶詰／精肉・鶏肉・
加工品／青果物（米・野菜・果実）
／鮮魚練製品／豆腐・油揚げ／調
味料
●問 給食センター　☎６７５－１２１０

 

　石井町選挙管理委員会では、若
い方に選挙を身近に感じていただ
くために、新成人や２０歳代の方々
の投票立会人を募集しています。
　立ち会いをする場所は自分の投
票する投票所で、立ち会いをする
日時は、投票当日（午前７時～午
後８時）です。
応募資格
　２０歳代で石井町の選挙人名簿に
登載されている方
報酬額　１３，０００円（昼食・夕食付き）
応募方法　登録申込書を記入し、
石井町選挙管理委員会（石井町役
場住民課）へ提出してください。
●問 住民課　選挙担当

☎６７４－１１１４

 

　徳島ファミリー・サポート・セ
ンターは、「子育ての応援をして
ほしい」と思う方、「少しは子育て
の応援ができる」と思う方が会員
登録をし、子育ての相互援助を有
料で行うところです。（会員登録
は無料です。）
●出張説明・登録会を開催します
日　時　１月２９日（木）
　　　　午後１時～午後４時
場　所　石井町役場１階会議室
◎印鑑をお持ちください。

平成２７年度給食用物資
納入業者登録申請の受付

２０歳代の投票立会人募集

徳島ファミリー・サポート・
センター出張説明・登録会

●問 徳島ファミリー・サポート・セ
ンター☎６１１－１５５１または、すく
すく子育て課☎６７４－１６２３

 

　求職者支援制度は、雇用保険を
受給できない求
職者の皆さんを
対象に、職業訓
練（介護・パソ
コ ン・医 療 事
務）などを通じ
て、早期就職を支援する制度で
す。徳島公共職業安定所では、求
職者支援訓練の受講に関する説明
会を次のとおり開催します。ぜひ
ご参加ください。（事前予約不要）
●「求職者支援訓練受講説明会」
の開催日時
２月３日（火）１０時～１１時３０分
２月１７日（火）１０時～１１時３０分
３月３日（火）１０時～１１時３０分
３月１７日（火）１０時～１１時３０分
●問 徳島公共職業安定所
　（徳島市出来島本町１丁目５番地）

☎６２２－６３７４

 

 

日　時　１月２８日（水）
　　　　午後１時～午後４時
場　所　中央公民館２階実習室
相談人数　５名（先着順）
相談時間　１人約３０分
受付期間　１月２０日～２２日
　　　　　（午前８時３０分～午後５時）
申込方法　総務課へ電話でお申し
込みください。
※原則として、初回の方を優先さ
せていただきます。
●問 総務課　☎６７４－１１１１

 

日　時　１月１５日（木）
　　　　２月１９日（木）
　　　　３月１９日（木）
　健康相談（要予約）：

午後１時～午後３時
　体操教室：午後３時～午後４時
場　所　保健センター
対　象　町内在住の４０歳以上の方
参加費　無料
●問 保健センター　☎６７４－０００１

求職者支援制度をご存じですか

暮　ら　し

弁護士による町民無料法律相談

健康相談・体操教室

「お知らせ」は、こちらからお読みください

催　　し

田中家住宅保存修理工事現地説明会

Information

お知らせ
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★申告書はご自分で書いて、できるだけ郵送等で提出してください。
★国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で所得税及び復興特別所得税、贈与税並びに個人事業者の
消費税（地方消費税を含む）の申告書を作成することができます。ぜひご利用ください。
★納期限までに最寄りの金融機関で納付を済ませてください。
★振替納税を利用している方は、確実に残高の確認をしてください。

●問 詳しくは、徳島税務署（☎６２２－４１３１）にお問い合わせいただくか、
国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）をご覧ください。

★受付時間は午前９時～午後４時まで（午後４時以降は受付できません。）。
★この期間、徳島税務署庁舎内には、確定申告会場を設けておりません。
★アスティとくしまの駐車場については、有料（１日２００円）となりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

■１ 　自宅からネットで申告
　税務署に行かなくても、国税庁ホームページの「確
定申告書等作成コーナー」で申告書を作成し、自宅か
らネットで提出（送信）できます。

■３ 　添付書類の提出を省略
　確定申告をｅ-Taxで行う場合、医療費の領収書な
どは、その記載内容を入力して送信することにより、
書類の提出又は提示を省略することができます。
（法定申告期限から５年間、税務署から提出又は提
示を求められることがあります。）

■４ 　２４時間いつでも利用可能
　所得税及び復興特別所得税の申告期間中は、２４時
間e-Taxの利用が可能です（メンテナンス時間を除
く。）。

■２ 　還付がスピーディー
　ｅ-Taxで申告された還付申告は３週間程度で処理
しています。
※自宅等からｅ-Taxで１月・２月に申告した場合は、
２～３週間程度で処理しています。

贈与税の申告がｅ-Ｔａｘでより便利に
　贈与税の申告も、「確定申告書等作成コーナー」で申告書を作成し、作成したデータをｅ-Taxを利用し
て送信できるようになりました（平成２４年分以降）。

振替納税の方の口座振替日申告・納付期限税　　　　目
４月２０日（月）３月１６日（月）所 得 税 及 び 復 興 特 別 所 得 税
４月２３日（木）３月３１日（火）個人事業者の消費税及び地方消費税

口座振替は利用できません３月１６日（月）贈　 与　 税

徳島税務署からのお知らせ

期　　　　　　間会　　　　　　場
２月２日（月）～３月１６日（月）３階第２特別会議室
（土・日・祝日を除く。ただし、２月２２日及び３月１日の日曜日は確定申告
の相談・申告書の受付を行います。）

アスティとくしま
（徳島市山城町東浜傍示１）

確定申告は便利な ｅ－Ｔａｘ で！
イ ー タ ッ ク ス

確定申告会場は「アスティとくしま」

申告と納税はお早めに！
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■公的年金等の申告相談会
　税務署からの所得税確定申告の通知は行われませ
んが、中央公民館での公的年金等の申告相談会は例
年通り行います。所得税の還付等、申告が必要な方
につきましては次の日程にて申告相談にお越しくだ
さい。

■ｅＬＴＡＸ（エルタックス）による地方税電子申告
　石井町では、地方税ポータルシステム（エルタッ
クス）を利用した地方税の電子申告や申請、届出が
可能です。
【申告できる税目】
・法人町民税（中間・確定・修正申告等）
・個人住民税
　（給与支払報告書や特別徴収に係る手続）
・固定資産税（償却資産）
◎ご利用の際には、パソコン環境や電子証明書、
利用届出などが必要となります。詳しい利用方
法 に ついては、エルタックスホームページ
（http://www.eltax.jp/）でご確認ください。
※エルタックスヘルプデスク☎０５７０－０８１４５９
（上記の電話番号でつながらない場合

☎０３－５５００－７０１０）
　受付時間：平日の午前９時～午後５時
　（土・日・祝、年末年始を除く） 

■石井町の申告相談
　所得税の申告義務のない方も、住民税や国民健康
保険税等に必要な方は、次の日程にて申告相談にお
越しください。

※土・日・祝日を除く。
　ただし、２月２１日（土）は申告受付します。
◎営業・農業等事業所得及び不動産所得がある方に
つきましては記載している期間とは異なる日時での
通知を行う場合があります。
注意　混雑緩和のため、原則として決められた相談
日に申告相談を受けてください。
　また、農業、営業、不動産所得のある方は必ず収
支内訳書を作成の上、申告会場にお越しください。
　多くの方が速やかに申告できますようご理解とご
協力をよろしくお願いします。
■固定資産税(償却資産)の申告
　固定資産税における償却資産（土地や家屋以外の
事業用資産）の所有者は、地方税法第３８３条の規定に
より、毎年１月１日現在町内に所有する償却資産の
内容（資産の名称、取得年月、取得価額、耐用年数
等）について申告書を作成し、提出してください。
提出期限　１月３０日（金）
提　出　先　税務課固定資産税係

●問 詳しくは、税務課（☎６７４－１１１５）までお問い
合わせください。

税務課からのお知らせ

中央公民館　２階会議室場　所

２月１０日
午前９時～午前１１時３０分藍畑地区

期　間

２月１０日
午後１時～午後３時３０分高原地区

２月１２日
午前９時～午前１１時３０分浦庄地区

２月１２日
午後１時～午後３時３０分高川原地区

２月１３日
午前９時～午前１１時３０分
午後１時～午後３時３０分

石井地区

中央公民館　２階会議室場　所

２月１６～１７日藍畑地区

期　間

２月１８～２０日高原地区

２月２１日全地区

２月２３～２７日浦庄地区

３月２日～５日高川原地区

３月６日・９～１３日石井地区

３月１６日全地区

午前９時～午前１１時３０分
午後１時～午後３時時　間

　国民健康保険は加入者みなさんの助け合いで成り立
っています。平成２６年度の国民健康保険税につきまし
て、納期がすでに到来している分についてお支払いが
お済みでない方はお早めに納付していただきますよう
お願いします。

国民健康保険国民健康保険税税
についてについて！！
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BOSAI

【訓練内容】

【実施日時】
平成27年

1月17日（土）
午前9時～
【訓練会場】
石井中学校

グラウンド・体育館

　南海トラフ巨大地震を想定した、石井町防災訓練を実施します。
ご近所、自主防災会等でお誘い合わせのうえ、ご参加ください。
　南海トラフ巨大地震を想定した、石井町防災訓練を実施します。
ご近所、自主防災会等でお誘い合わせのうえ、ご参加ください。

●避難訓練
　午前9時00分～　訓練開始
　　午前9時に、各消防団詰所のサイレンが鳴ります。
　　各自主防災組織等で安否確認を行い、石井中学校まで避難してください。
●防災訓練・体験等
　午前9時30分～午前11時30分（予定）　◎温かいあめ湯・ふじっこちゃんからのプレゼントをご用意しています。
　　消防防災ヘリによる救出訓練（雨天中止）・地震体験車・消火訓練・ロープワーク等
　　自衛隊善通寺駐屯地所有の特殊車両の展示・避難所運営訓練（間仕切や簡易トイレの設置体験等）
※避難について
　石井中学校周辺の方は、できるだけ徒歩での参加をお願いします。周辺以外の方については、車で来られても訓
練にご参加いただけます。（駐車場：石井町役場・ＪＡ名西郡本所）

　いのちを守る防災・危機対策課　☎674－1171

●避難訓練
　午前9時00分～　訓練開始
　　午前9時に、各消防団詰所のサイレンが鳴ります。
　　各自主防災組織等で安否確認を行い、石井中学校まで避難してください。
●防災訓練・体験等
　午前9時30分～午前11時30分（予定）　◎温かいあめ湯・ふじっこちゃんからのプレゼントをご用意しています。
　　消防防災ヘリによる救出訓練（雨天中止）・地震体験車・消火訓練・ロープワーク等
　　自衛隊善通寺駐屯地所有の特殊車両の展示・避難所運営訓練（間仕切や簡易トイレの設置体験等）
※避難について
　石井中学校周辺の方は、できるだけ徒歩での参加をお願いします。周辺以外の方については、車で来られても訓
練にご参加いただけます。（駐車場：石井町役場・ＪＡ名西郡本所）

　いのちを守る防災・危機対策課　☎674－1171問

平成26年度 石井町防災訓練に参加しましょう平成26年度 石井町防災訓練に参加しましょう

住民課選挙担当　☎674－1114問
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縁
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【
写
真
提
供
】

　
美
馬
扶
仁
男
さ
ん

（
尼
寺
）

第１１回

秋
祭
り
の
屋
台（
昭
和
　
年
頃
）

３４

思い出に満ちた石井町の古い写真を募集しています思い出に満ちた石井町の古い写真を募集しています。。
ご提供していただける写真がありましたらご連絡くださいご提供していただける写真がありましたらご連絡ください。。
 　　　　　　　 ●問 石井町中央公民館石井町中央公民館　☎☎６７４６７４－－２００２２００２　　

　出産祝金制度とは、次代を担う子どもの誕生を祝福し、健やかに成長することを願うとともに、
町の活性化と児童の健全な育成と定住の促進を目的とした制度です。
◆支給要件
　母親が出産の 1 年以上前から石井町に住民票をおいて居住し、引き続き石井町に居住する意思
のある方。
　ただし、第 1子については父親が 1年以上居住している場合は、母親の居住期間は問いません。
◆支給額
　第 1子…3万円　　第 2子…5万円　　第 3子以降…10万円
　（子どもの順位は、出生児と同居し養育または看護する同一世帯において出産した順位です。）
◆申請
　出産した日から90日以内に、すくすく子育て課に申請をしてください。
　申請に必要な物･･･印鑑・預金通帳（出産した方の名義）の写し
　※出産祝金制度は平成27年 1月 1日から平成29年12月31日までを予定しております。

　すくすく子育て課　☎674－1623

出産祝金を支給します出産祝金を支給します

問

一人目のお子様から
支給します

一人目のお子様から
支給します

　　ふるさと納税で石井  町     を応援してください      
ふ る さ と

　
　石井町では、町外にお住まいの「石井町を応援したい」と思っている方からの寄附金を募集
しています。ぜひ、「ふるさと納税は石井町へ」とPRをお願いします。ふるさと納税は、寄附
をすることで所得税とお住まいの市町村の住民税から一定の控除を受けることができます。
　石井町ホームページ（http://www.town.ishii.lg.jp/）でも、ふるさと納税についての紹介
をしています。ふるさと納税の仕組み、寄附金の使い道や寄附金申込書のダウンロード等を
行うことができます。

●問 総務課　☎６７４－１１１１



第１８２号 広 報 い し い （１２）平成２７年１月１５日

〔
個
人
表
彰
〕

名
西
消
防
組
合
　
消
防
司
令
  

瀬
部
　
正
裕

石
井
分
団
　
分
団
長
  久

米
　
貴
弘

藍
畑
分
団
第
３
部
　
部
長

大
久
保
賢
治

高
川
原
分
団
第
２
部

井
内
　
俊
久

〔
功
　績
　章
〕

石
井
分
団
第
１
部
　

久
米
　
直
樹

石
井
分
団
第
９
部
　
班
長
　

久
米
順
一
郎

石
井
分
団
第
９
部
 

竹
内
　
美
登

高
川
原
分
団
第
２
部
　
班
長
　

井
内
　
　
功

〔
精
　績
　章
〕

石
井
分
団
第
１
部
　

中
西
　
明
良

石
井
分
団
第
９
部
　
班
長
  

森
　
　
豊
之

浦
庄
分
団
第
５
部
　
班
長
　

坂
尾
　
正
文

高
原
分
団
第
３
部
  片

岡
　
重
司

高
原
分
団
第
４
部
　

片
岡
　
秀
雄

高
川
原
分
団
第
１
部
　木

内
　
英
雄

高
川
原
分
団
第
４
部
　
班
長
　

吉
岡
　
文
武

高
川
原
分
団
第
４
部
　刈

谷
　
英
二

石
井
分
団
第
２
部
  古

庫
　
泰
英

石
井
分
団
第
４
部
  中

野
　
　
勝

浦
庄
分
団
第
１
部
  岩

本
　
昌
也

浦
庄
分
団
第
３
部
  金

山
　
英
二

浦
庄
分
団
第
４
部
  岩

井
　
政
介

浦
庄
分
団
第
５
部
  佐

々
木
　
清

浦
庄
分
団
第
５
部
  佐

々
木
利
幸

浦
庄
分
団
第
５
部
 

藤
本
洋
一
郎

高
原
分
団
第
１
部
  竹

内
　
伸
安

高
原
分
団
第
４
部
  平

岡
　
卓
也

藍
畑
分
団
第
３
部
  久

次
米
達
人

藍
畑
分
団
第
４
部
  原

田
　
真
輝

藍
畑
分
団
第
４
部
  板

東
　
稔
朗

高
川
原
分
団
第
５
部
  遠

藤
　
友
毅

石
井
分
団
第
２
部
　

三
好
　
直
也

石
井
分
団
第
３
部
　

浅
井
　
敬
博

石
井
分
団
第
７
部
　
班
長
　

漆
原
　
宏
紀

石
井
分
団
第
７
部
　

丸
山
　
英
己

石
井
分
団
第
７
部
　

谷
口
　
正
英

石
井
分
団
第
７
部
　

宮
本
　
秀
明

石
井
分
団
第
７
部
  横

山
　
　
誠

浦
庄
分
団
第
１
部
　
班
長
　

岩
本
　
祐
介

浦
庄
分
団
第
１
部
　

宗
　
　
政
宏

浦
庄
分
団
第
２
部
  井

上
　
和
樹

浦
庄
分
団
第
２
部
  北

島
　
圭
輔

浦
庄
分
団
第
３
部
　
部
長
  

原
　
　
誠
一

浦
庄
分
団
第
４
部
  德

野
　
裕
也

高
原
分
団
第
１
部
　
班
長
  

古
高
　
英
靖

藍
畑
分
団
第
１
部
　

岸
田
　
和
也

藍
畑
分
団
第
６
部
　
班
長
　

貝
原
　
秀
明

藍
畑
分
団
第
６
部
　

尾
関
　
真
司

藍
畑
分
団
第
７
部
　
部
長
  

永
岡
　
栄
治

藍
畑
分
団
第
７
部
　

宮
本
　
雅
通

藍
畑
分
団
第
７
部
　

廣
常
　
雅
彦

高
川
原
分
団
第
１
部
　田

中
　
利
直

高
川
原
分
団
第
３
部
　
部
長
　

坂
東
　
辰
哉

高
川
原
分
団
第
３
部
  久

米
川
靖
夫

高
川
原
分
団
第
５
部
　
班
長
　

富
原
　
孝
典

元
石
井
分
団
第
７
部
  北

谷
　
　
俊

元
石
井
分
団
第
７
部
  野

木
　
敬
之

元
石
井
分
団
第
７
部
  篠

原
　
博
文

元
石
井
分
団
第
７
部
　柏

木
　
孝
泰

元
浦
庄
分
団
第
１
部
　大

西
　
正
剛

元
浦
庄
分
団
第
２
部
  近

藤
　
彰
人

元
浦
庄
分
団
第
２
部
  吉

浦
　
博
司

元
浦
庄
分
団
第
５
部
  山

口
　
博
昭

元
藍
畑
分
団
第
１
部
　大

磯
　
正
和

元
藍
畑
分
団
第
３
部
　藤

原
　
秀
治

元
藍
畑
分
団
第
５
部
　
部
長
  

小
川
　
英
士

元
藍
畑
分
団
第
６
部
　綱

木
　
孝
典

元
藍
畑
分
団
第
６
部
　横

田
　
　
明

元
藍
畑
分
団
第
７
部
  藤

井
　
浩
二

元
藍
畑
分
団
第
７
部
  西

川
　
啓
介

元
藍
畑
分
団
第
７
部
  多

田
　
泰
人

元
藍
畑
分
団
第
７
部
  渡

邊
　
和
博

元
高
川
原
分
団
第
５
部
　

川
端
　
康
雄

元
高
川
原
分
団
第
５
部
　

武
富
　
宣
茂

元
高
川
原
分
団
第
５
部
　

加
川
　
憲
市

〔
防
犯
功
労
〕

浦
庄
分
団
第
１
部
　
部
長
  

柏
谷
　
隆
弘

浦
庄
分
団
第
２
部
　
部
長
  

日
野
　
成
敏

 　
　
　
　
　
 （敬
称
略
・
順
不
同
）

徳
島
県
消
防
協
会

名
西
地
方
分
会
長
表
彰

平
成
　
年
　
石
井
町
消
防
出
初
式

27

　
新
春
恒
例
の
石
井
町
消
防
出

初
式
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
消

防
活
動
等
に
功
労
の
あ
っ
た
団

員
の
方
々
に
表
彰
状
や
感
謝
状

が
贈
ら
れ
、
今
年
は
　
名
の

７６

方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

徳
島
県
知
事
表
彰

徳
島
県

消
防
協
会
長
表
彰

石
井
町
長
表
彰

退
職
消
防
団
員
感
謝
状

石
井
警
察
署
長
感
謝
状



（１３） 平成２７年１月１５日　第１８２号広 報 い し い

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
に
初
め
て
お
こ
な

う
初
め
ご
と
は
、
初
夢
・
書
き
初
め
・
掃
き
初
め
・
初
荷
な
ど
い
ろ

い
ろ
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
元
日
が
歳
神
様
を
お
迎
え
す
る
た

め
に
家
事
労
働
を
し
な
い
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
１
月
２
日
に
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 若
  風
  呂
 と
い
わ
れ
る
新
年
初
め
て
の
入

わ
か
 ぶ
 
ろ

浴
も
そ
の
ひ
と
つ
で
、
２
日
に
年
明
け
初
め
て
風
呂
を
沸
か
し
、
新

年
を
清
潔
な
気
持
ち
で
迎
え
ま
し
た
。
さ
て
、
現
在
で
は
湯
船
に
つ

か
る
入
浴
が
一
般
的
で
す
が
、
こ
の
か
た
ち
の
入
浴
が
広
ま
っ
た
の

は
江
戸
時
代
ご
ろ
と
さ
れ
、
そ
れ
以
前
は
湯
治
目
的
の
温
泉
な
ど
以

外
は
、
室
内
に
満
た
し
た
蒸
気
で
体
を
蒸
ら
す
蒸
し
風
呂
が
主
で
あ

り
、「
風
呂
」
と
い
え
ば
こ
の
か
た
ち
の
施
設
を
指
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
そ
の
よ
う
な
む
か
し
の
入
浴
ス
タ
イ
ル
を
み
る
こ
と
が
で
き
る

石
井
町
指
定
文
化
財
「
石
風
呂
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
入
浴
は
、
古
く
に
は
神
に
祈
り
を
捧
げ
る
前
に
自
身
の

身
体
を
清
め
る
 禊
 ぎ
な
ど
の
宗
教
行
為
で
あ
り
、
日
本
神
話
で
も
 黄
 

み
そ
 

よ

 泉
  国
 か
ら
帰
っ
た
イ
ザ
ナ
ギ
が
 穢
 れ
を
落
と
す
た
め
に
禊
ぎ
を
お
こ

み
の
 く
に
 

け
が

な
う
描
写
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
仏
教
で
も
入
浴
の
医
療
・
衛
生
的

効
果
を
重
視
し
て
お
り
、「
 仏
  説
  温
  室
  洗
  浴
  衆
  僧
 

ぶ
っ
 せ
つ
 う
ん
 し
つ
 せ
ん
 よ
く
 し
ゅ
 そ
う

 経
 」
と
い
う
経
典
で

き
ょ
う

は
「
 澡
  浴
  之
  法
 、

そ
う
 よ
く
 の
 ほ
う

 當
用
七
物
 、

ま
さ
に
し
ち
ぶ
つ
を
も
ち
い

 除
去
七
病
 、

し
ち
び
ょ
う
を
の
ぞ
き
さ
り

 得
七
福
報
 （
洗
浴
の
方

し
ち
ふ
く
の
む
く
い
を
え
る
べ
し

法
は
、
当
然
七
つ
の
物
を
用
い
て
、
七
つ
の
病
を
除
き
、
七
つ
の
福

の
報
い
を
得
る
べ
き
で
あ
る
）」と
入
浴
の
効
果
が
う
た
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
考
え
に
基
づ
き
寺
院
内
に
は
入
浴
施
設
が
立
て
ら
れ
、
こ

れ
を
民
衆
に
開
放
す
る
「
 施
  浴
 」
が
社
会
事
業
と
し
て
お
こ
な
わ
れ

せ
 よ
く

ま
し
た
。奈
良
県
の
 法
  華
  寺
 に
は
、 光
 

ほ
っ
 け
 
じ
 

こ
う

 明
 
み
ょ
う

 皇
  后
 の
千
人
施
浴
伝
説
に
ま

こ
う
 ご
う

つ
わ
る
蒸
し
風
呂
「
カ
ラ
ブ
ロ
」
が
あ
り
、
入
浴
文
化
史
上
の
重
要

物
件
と
し
て
国
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
石
井
町
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
石
風
呂
は
石
井
町

 利
  包
 の
 円
  徳
  寺
 の
東
、 薬
  師
  如
  来
 が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
 薬
  師
  庵
 に
併

と
し
 か
ね
 

え
ん
 と
く
 じ
 

や
く
 し
 に
ょ
 ら
い
 

や
く
 し
 あ
ん

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
構
造
は
、
石
井
町
を
代
表
す
る
石
材
で
あ
る
青

石
を
積
み
上
げ
て
ド
ー
ム
状
に
つ
く
り
、
上
を
赤
土
で
覆
っ
て
い
ま

す
。
庵
の
由
来
に
よ
る
と
、 天
 
て
ん

 平
 ９
（
７
３
７
）
年
に

ぴ
ょ
う

 聖
 
し
ょ
う

 武
  天
  皇
 の

む
 て
ん
 の
う

命
を
受
け
た
 行
 
ぎ
ょ
う

 基
 
き

 上
 
し
ょ
う

 人
 が
、
四
国
で
薬
師
如
来
像
を
造
立
し
て
い
く

に
ん

な
か
で
石
井
へ
も
来
訪
、
前
山
で
薬
師
如
来
を
念
じ
て
い
る
と
、「
こ

の
山
の
石
で
石
風
呂
を
築
き
　
日
間
入
浴
す
れ
ば
、
厄
難
・
諸
病
難

１７

を
除
く
で
あ
ろ
う
」
と
の
霊
示
を
得
て
造
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
風
呂
は
仏
教
と
の
結
び
つ
き
の
な
か
で
公
的

な
衛
生
福
祉
施
設
と
し
て
の
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

病
気
 平
  癒
 の
仏
で
あ
る
薬
師
如
来
や
、
多
数
の
社
会
事
業
を
お
こ
な

へ
い
 ゆ

い
温
泉
の
開
湯
伝
説
も
多
い
行
基
は
、
由
来
伝
承
の
モ
チ
ー
フ
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
す
。
た
だ
、
現
存
し
て
い
る
石
風
呂
は
、
石

材
や
盛
土
の
被
熱
度
合
い
や
県
内
の
類
例
か
ら
み
て
江
戸
時
代
中
期

以
降
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
風
呂
を
焚
く
と

き
は
、
ま
ず
朝
か
ら
中
で
松
葉
を
燃
や
し
内
部
の
石
壁
を
暖
め
、
十

分
に
暖
ま
っ
た
ら
火
を
消
し
て
中
の
火
種
を
外
へ
か
き
出
し
ま
す
。

そ
し
て
中
の
焼
け
石
に
塩
湯
を
打
ち
、
床
に
ム
シ
ロ
を
敷
い
た
あ
と

に
さ
ら
に
も
う
一
度
打
っ
て
内
部
に
蒸
気
を
充
満
さ
せ
て
か
ら
入
り

ま
し
た
。
入
浴
す
る
人
は
焼
け
石
で
火
傷
し
な
い
よ
う
に
綿
入
れ
や

座
布
団
を
身
に
つ
け
、
ぞ
う
り
や
足
袋
を
は
い
て
入
っ
た
そ
う
で

す
。
一
度
に
入
浴
で
き
る
人
数
は
５
～
６
人
で
、
最
盛
期
に
は
町
外

か
ら
の
入
浴
客
も
あ
り
日
に
　
～
　
人
く
ら
い
が
入
っ
て
い
た
と
の

２０

６０

こ
と
で
、
昼
頃
の
焚
き
た
て
の
風
呂
を
「
ア
ラ
ブ
ロ
」、
夕
方
の
温
度

が
下
が
っ
た
風
呂
を
「
サ
メ
ブ
ロ
」
と
呼
び
、
入
浴
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
を
は
か
っ
て
好
み
の
温
度
の
と
き
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
家
庭
風
呂
が
普
及
す
る
前
は
、
風
呂
焚
き
は
薪
割
り
や
水
汲
み
を

と
も
な
う
重
労
働
で
あ
り
、
毎
日
沸
か
す
こ
と
が
大
変
だ
っ
た
た

め
、
昭
和
前
半
頃
ま
で
は
風
呂
を
沸
か
し
た
家
で
近
所
の
人
も
入
浴

す
る
「
も
ら
い
風
呂
」
の
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。
石
風
呂
も
そ
の
よ

う
な
背
景
の
中
、
地
域
の
共
同
温
浴
療
養
施
設
と
し
て
昭
和
　
（
１

４５

９
７
０
）
年
頃
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
生
活
が
様
変
わ
り

し
、
風
呂
焚
き
が
容
易
に
な
っ
た
現
在
で
は
、
元
日
か
ら
入
浴
さ
れ

る
家
庭
も
多
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
昔
は
年
の
初
め
の
お
こ
な
い
が

そ
の
１
年
を
規
定
す
る
と
い
う
考
え
か
ら
、「
若
風
呂
に
入
っ
て
風

邪
を
ひ
く
と
１
年
中
風
邪
を
ひ
い
て
い
る
」
と
も
い
わ
れ
、
湯
冷
め

を
戒
め
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
良
い
１
年

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
教
育
委
員
会
 社
会
教
育
課
　
壱
岐
）

〈
参
考
文
献
〉

　「
石
井
町
利
包
の
石
風
呂
」『
総
合
学
術
調
査
報
告
　
石
井
町
』
１
９
８
６

 石
  風
  呂
 

い
し
 ぶ
 
ろ

第１７回



第１８２号 広 報 い し い （１４）平成２７年１月１５日

まちのうごき 　　　　　　　　　前号比
世帯数 １０，１３６戸（＋６）
男　性 １２，５６４人（＋５）
女　性 １３，７４８人（－１３）
　計　 ２６，３１２人（－８）

平成２６年１０月１５日～１２月１４日受理分（敬称略）

平成２７年１月１日現在

人　口

※広報掲載については、石井
町へ届出された方で掲載
を希望された方のみ、掲載
しております。

   ご結婚おめでとう   
松島　大剛（重　松）
東　　早紀（石　井）
　
坂口　昌希（白　鳥）
後藤　友紀（徳島市）
　
岸田　和也（高　畑)
三木千賀子（板野町）
　
両橋　和宏（鳴門市）
矢部　仁美（石　井）
　
雲川　武志（大阪府枚方市）
上田　有香（内　谷）
　
山本　祐士（徳島市）
水口　　愛（下　浦）
　
岩瀬　由和（石　井）
岡田あずさ（那賀町）

 

 

 

 

 

 

 

   お誕生おめでとう   
藤守　英司  　　　静恵　
　
藤村　和朗  　　沙江子
　
天羽　　司  　　真由実
　
増田　圭恭  　　　絵里
　
横関　浩資  　　　美奈
　
中野　聡志  　　めぐみ
　
大 　直樹  　　　美樹

　
券
犬
鹸
 凪  葉 （石　井)
なぎ は

　
券
犬
鹸
 蒼  汰 （石　井)
そう た

　
券
犬
鹸
 結 （下　浦)
ゆい

　
券
犬
鹸
 龍 
りゅう

 平 （重　松）
へい

　
券
犬
鹸
 遥  乃 （城ノ内）
はる の

　
券
犬
鹸
 伍  貴 （高　畑）
いつ き

　
券
犬
鹸
 樹  咲 （石　井)
いつ き

お悔やみ申し上げます
鍜川　眞理　６４歳（石　井）
久米　治子　８６歳（石　井）
後藤　久子　８１歳（東高原）
中東みち江　９９歳（天　神）
香川　定夫　８４歳（石　井）
中　　昌康　７７歳（国　実）
塚本　富夫　８８歳（中　島）
日野　雅裕　８０歳（西高原）
阿部　 子　８７歳（石　井）
美馬ヒデ子　８５歳（下　浦）
笠井　廣一　７４歳（市　楽）
澤口　道男　９０歳（国　実）
浦松　　亘　８７歳（諏　訪）
笠井サカヱ　８８歳（重　松）
市原キク子　８６歳（　関　）
大島　貞男　８７歳（加茂野）
芝原　　操　９８歳（石　井）
小川　操子　９３歳（石　井）
柿窪　政幸　９２歳（石　井）
多田みどり　６５歳（石　井）
原　　秀子　５９歳（諏　訪）
田岡　秀夫　８５歳（平　島）
吉田　惠子　５２歳（城ノ内）
楠本　　奏　８２歳（下　浦）
篠原　純子　７６歳（白　鳥）
松尾　靜子　７０歳（石　井）
岩佐　幸惠　８５歳（石　井）
一宮　芳生　７６歳（石　井）

　健康マイレージ事業は、町民の皆さんに楽しく健康づくりをしてもらうた
め、各種健康イベントへの参加や日々の目標達成などをポイント化し、記念
品と交換するものです。
　役場や保健センターなどで配布しているマイレージカードに３０ポイント
を集めて、保健センターまでご応募ください。ふじっこちゃんグッズなどを
プレゼントします。（応募多数の場合は抽選。）応募締切は、平成２７年３月１３
日（消印有効）です。 　　　　　　　　　　 ●問 保健センター　☎６７４－０００１

「平成２６年度石井町健康マイレージ事業」 応募締切は、３月１３日です！

岡田　敬司  　　　恵美
　
南　　翔太  　　　里奈
　
栗本　憲作  　　　優美
　
野田　　章  　　　佳奈
　
天野　泰輝  　　　真子
　
米田　　洋  　　　奈津
　
河見　悠也  　　絵里菜
　
桑内　栄治  　　　聡子
　
西浦　民夫  　　希実子
　
佐川　進一  　　久美子
　
小田　資也  　　　優香
　
杉本　　進  　　　佑佳
　
田中　一也  　　　由美
　

髙松　綾花  　　　
　
岡本　雅也  　　美夕紀
　
久米　俊也  　　　美奈

　
券
犬
鹸
 華  奈 （石　井）
はん な

　
券
犬
鹸
 冬  哉 （高川原)
とう や

　
券
犬
鹸
 崚 
りょう

 平 （石　井）
へい

　
券
犬
鹸
 直  矢 （中　島)
なお や

　
券
犬
鹸
 橙  杏 （城ノ内）
とう あ

　
券
犬
鹸
 珠  花 （重　松）
しゅ か

　
券
犬
鹸
 優  凪 （上　浦）
ゆう な

　
券
犬
鹸
 友  暖 （高　畑）
とも はる

　
券
犬
鹸
 寿  々  華 （高川原）
す ず か

　
券
犬
鹸
 莉  久 （白　鳥）
り く

　
券
犬
鹸
 絵  里  香 （石　井）
え り か

　
券
犬
鹸
 雄  星 （重　松）
ゆう せい

　
券
犬
鹸
 悠  翔 （高川原）
ゆう と

　
券
犬
鹸
 絢  來 （城ノ内）
あい く

　
券
犬
鹸
 侑  磨 （高川原）
ゆう ま

　
券
犬
鹸
 隆 
りゅう

 誠 （天　神）
せい



（１５） 平成２７年１月１５日　第１８２号広 報 い し い

　新年あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いいた
します。
　今回は、例年12月～ 3 月頃に流行する季節性インフルエンザについてお話
しします。インフルエンザは、いったん流行が始まると短期間に多くの人へ
感染が広がりますので、予防するための行動が重要です。

◎インフルエンザと普通の風邪はどう違うの？

◎インフルエンザにかからないためにどうすればいいの？

健康
メモ

インフルエンザを予防しましょう‼インフルエンザを予防しましょう‼

　インフルエンザの主な感染経路は、咳やくしゃみの際に口から発生される小さな水滴（飛沫）による飛沫感
染です。
　インフルエンザの予防の基本は、流行前にワクチン接種をすることですが、ワクチン接種をしたからといっ
て必ずインフルエンザを予防できるわけではありません。
　ワクチン接種に加え、つぎのようなことに気をつけ、より効果的にインフルエンザを予防しましょう。

※体調が悪い時は、早めに医療機関を受診しましょう。

◇風邪◇
· 様々な細菌やウイルスによっ

て起こります。
・多くは、のどの痛み、鼻水、く

しゃみや咳、発熱などの症状
が中心です。

・発熱は、インフルエンザほど
高くなく、重症化することは
あまりありません。

◇インフルエンザ◇
· インフルエンザウイルスに感染する

ことによって起こります。
· 38℃以上の発熱、頭痛、関節痛、筋

肉痛などの全身症状が突然現れま
す。併せて、風邪と同じような症状
も見られます。

· お子さんやご高齢の方、免疫力が低
下している方は、肺炎を伴うなど、
重症になることがあります。

咳エチケット
①普段から咳やくしゃみを他の

人に向けて発しない。
②咳やくしゃみが出るときは、で

きるだけマスクをする。
③手のひらで咳やくしゃみを受

け止めたらすぐに手を洗う。

外出後のうがい・手洗い
　流水、石鹸で手を洗いましょ
う。アルコール製剤による手指衛
生も効果的です。

適度な湿度の保持
　空気が乾燥すると、インフルエ
ンザにかかりやすくなります。
　特に乾燥しやすい室内では、加
湿器などを使って適切な湿度（50
～60％）を保つことも効果的で
す。

人ごみへの外出を控える
　インフルエンザが流行してきたら、人ごみへの外
出を控えましょう。やむを得ず人ごみに入る場合
は、不織布製マスクを着用しましょう。ただし、人ご
みに入る時間は極力短くしましょう。

十分な休養とバランスのとれた栄養摂取
　体の抵抗力を高めるために、日頃から十分な休養
とバランスのとれた栄養摂取を心がけましょう。



第１８２号 広 報 い し い （１６）平成２７年１月１５日

                  第28回石井町文化祭

石井幼稚園防火パレード１２
2

おそろいの法被に身を包んだ石井幼稚園の年長園児８２名が、
拍子木の音にあわせて「火の用心」を元気に呼びかけ、幼稚
園から役場、石井消防署までを歩いてパレードしました。

いしい
スナップ

石
井
町
の
話
題
を

紹
介
し
ま
す
。

いしい
スナップ

中央公民館で、書道・絵画・華道・写真・
工芸などの作品が展示され、芸能の部
では日舞・洋楽・朗読など、日頃の文化
芸術活動の成果が披露されました。

石井ボランティアあすなろ会が行う毎年恒例の食事会。石井
地区のひとり暮らし高齢者の皆さんは、歌・クイズなどの演芸
や手作りの昼食などを楽しみ、温かいもてなしを受けました。

ひとり暮らし高齢者ご招待食事会１２
2

１１
２１

１１
２３～     　第６９回徳島県美術展

写真の部で坂東武志さん（高川原）が
入選、デザインの部で岡田典子さん（石
井保育所勤務）が徳島県美術家協会長
賞を受賞されました。

１１
7

人権作文優秀作品の表彰と発表、落語家の桂七福さんの講
演や名西高生による人権コンサートなどが中央公民館で行
われ約400名が参加しました。

町内の生産者が丹精込めて育てた採れたての野菜や果物な
ど約１２０点の出品があり、表彰式後の即売会では、新鮮で安
全な野菜を求める多くの方で賑わいました。

　　農　産　物　品　評　会１２
１３ 　石井町総ぐるみ人権啓発研修大会１２

6

高良古墳群の石棺や発掘調査中である山ノ神古墳群などの文化財
を巡るコース。小雨の降る寒い中でしたが、山ノ神古墳群現地説明
会参加者と合わせて約１５０名が参加し、文化財の理解を深めました。

ＯＫいしいパーク（飯尾川公園）を出発し、２㎞・４㎞・６
㎞のコースに分かれて約１８０人が参加。清々しい空のもと、
寒さに負けず元気にウォーキングを楽しみました。

　いしい健康ウォーキング大会１２
１４ 文化財ウォーキング１２

１３



（１７） 平成２７年１月１５日　第１８２号広 報 い し い

ふじっこちゃん四コマ漫画

みんなで楽しいクリスマスを過ごそうと、中央公民館で開催。約３００
名の親子が参加し、劇「おおきなかぶ」の鑑賞や、歌にあわせて手遊び
をしたり、ダンスで体を動かすなど楽しいひとときを過ごしました。

昨年よりさらに多くのＬＥＤを設置し、約３０万個のＬＥＤでパーク
内を彩りました。大きなクリスマスツリーや光のトンネルなど幻
想的で夢のある空間では、家族連れなど多くの方が楽しみました。

　親子クリスマス会１２
２１　　　　ほなけん石井イルミネーション

藤の花の名所を持つ町として交流のある岡山県和気町と災害時相互
応援協定を結びました。県外の自治体と単独で同協定を結ぶのは初
めてとなり、災害時には人や物資の支援など相互に助け合います。

石井町防災士会が制服を作成しました。装い新たに地域の防災力向上
のためになお一層活動の充実を図っていきます。また、第６回となる防
災講座では、「天災は忘れた頃に…」をテーマに講演が行われました。

　災害時相互応援協定　締結式１２
１７　石井町防災士会の制服作成

おめでとう
ございます

スポーツ活動にお
いて、優秀な成績
をおさめた生徒の
皆さんの成績報告・
激励会が行われま
した。

おめでとう
ございます

第４１回徳島県中学校新人学年別卓球大会
２年女子シングルス
優　勝　吉住　萌香さん（高浦中２年）
準優勝　山本　莉子さん（高浦中２年）

第３９回徳島県中学校新人剣道大会
優　勝　石井中学校剣道部

平成２６年度徳島県中学校新人陸上競技大会　優勝　　　　　
女子100ｍ・200ｍ　武知優里さん（石井中２年）　男子800ｍ　竹内奨真さん（石井中２年）
男子棒高跳　谷知篤さん（石井中１年）　　　　　男子走高跳　森西侑人さん（石井中２年）
第６８回徳島県中学校郡市対抗陸上競技大会　優勝
男子棒高跳　来代直也さん（石井中３年） 　　　女子100ｍ　武知優里さん（石井中２年）

１２
１５

1
１５～

１２
２０

吉住萌吉住萌香香さん（２年さん（２年）） 山本莉山本莉子子さん（２年さん（２年））

武知優武知優里里さん（２年さん（２年）） 竹内奨竹内奨真真さん（２年さん（２年）） 谷知谷知篤篤さん（１年さん（１年））

森西侑森西侑人人さん（２年さん（２年）） 来代直来代直也也さん（３年さん（３年））

富永康富永康生生さんさん
（２年（２年））

山室和山室和士士さんさん
（２年（２年））

森本直森本直希希さんさん
（２年（２年））

河村敬河村敬太太さんさん
（１年（１年））

披田好披田好誠誠さんさん
（１年（１年））

中山中山真真さんさん
（２年（２年））



第１８２号 広 報 い し い （１８）平成２７年１月１５日

●応募資格　石井町在住の18歳以上の方
（本年度の広報モニター活動をしている方も応募できます。）
●募集人数　10名程度
●活動内容　広報事業に関するアンケートへの回答
●モニター期間　平成27年４月～平成28年３月
●申込期限　平成27年３月27日（金）まで
●応募方法　ハガキに住所・氏名・年齢・電話番号を記入のうえ、
下記まで郵送でご応募ください。（※電話でも受付しています。）
〒779－3295　石井町高川原字高川原121－1　
石井町役場わくわく観光情報課　広報モニター係　
　　　　　　　　　　わくわく観光情報課　☎674－1137問

広報モニター募集
広報
いし
い 広報モニター募集広報モニター募集

みんなの
ページだよ！

皆さんからお寄せいただいたご意見やご要望についての回答を紹介します。
　

　先日、新聞を見ていてとても感動する記事を見つけました。壊れたおもちゃを直す「おも
ちゃ病院」です。修理活動をされているのは子どもたちからすればおじいちゃん世代の方
で、シニアの方にはやりがいを、子どもたちには壊れたから捨てるのではなく直してまた使

うという物を大切にする心を持ってもらえると思います。石井町にも開院できたらいいなと思いました。　
　貴重なご意見ありがとうございます。良いご意見をいただきましたので、石井町でも「おもちゃの病
院」が開院できるようにしたいと考えております。「おもちゃの病院」の「おもちゃドクター」等ボラン
ティアスタッフを募集し、応募者には、経験豊富な先輩ドクターの元で研修を受けていただき技術を身に

つけた後、「おもちゃドクター」として活動していただく予定です。
　おもちゃに関心のある方、手先の器用さに自信のある方なら誰でも「おもちゃドクター」になれますので、ご希望
の方は、教育委員会社会教育課（☎674－7505）または石井町社会福祉協議会（☎674－0139）までご連絡く
ださい。
※おもちゃの病院とは、こわれたおもちゃを原則無料（部品代等は必要）で修理して新しい生命を与える、おもちゃ
のための病院です。 いただいたご意見は町政に活かすようにしています。ありがとうございました。

町長へのハガキ町長へのハガキ

Ｑご意見
ご要望

Ａ 回答

ふじっこちゃんＰＲ事業ふじっこちゃんＰＲ事業
河見　優凪ちゃん

（父　悠也さん・母　絵里菜さんの長女）

ゆう な

小田　絵里香ちゃん
（父　資也さん・母　優香さんの二女）

え   り   か

桑内　友暖ちゃん
（父　栄治さん・母　聡子さんの長男）

ともはる

　出生届の届け出をされた方（町内在住者に限る）に、
石井町イメージキャラクターふじっこちゃんの缶バッジ
をプレゼントしています。さらに、ハート付きの缶バッ
ジを引き当てると、ふじっこちゃんのぬいぐるみをプレ
ゼントします。

わくわく観光情報課　☎６７４－１１３７問

ぬいぐるみ
プレゼント♪

あたたかい
ご寄附を
ありがとう
ございました！

あたたかい
ご寄附を
ありがとう
ございました！
　寄せられたお金は、
社会福祉協議会を通じ
て有効に活用させてい
ただきます。 阿波銀行石井OB会の皆さん（１２月３日）

地域社会に貢献できたらとの思いで歳末
助け合い募金をいただきました。

石井ライオンズクラブの皆さん（１１月２７日）
台風11号・12号で被害を受けた海陽町・
那賀町に災害義援金をいただきました。
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●
ハ
ガ
キ
で

　
◆
広
報
ク
イ
ズ

　
◆
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

　
◆
イ
ラ
ス
ト
（
か
な
ら
ず
黒
の

油
性
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ

い
・
カ
ラ
ー
不
可
）

　
◆
四
コ
マ
漫
画

　
◆
サ
ー
ク
ル
紹
介

　
◆
作
っ
て
欲
し
い
コ
ー
ナ
ー
・

教
え
て
欲
し
い
こ
と
な
ど

●
封
書
で

　
◆
赤
ち
ゃ
ん
紹
介
、
か
わ
い
い

ペ
ッ
ト
紹
介
な
ど
（
写
真
に

コ
メ
ン
ト
も
添
え
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
）

　
◆
広
報
い
し
い
の
表
紙
や
い
し

い
ス
ナ
ッ
プ
を
飾
る
写
真

（
未
発
表
作
に
限
り
ま
す
）

　
住
所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年
齢

（
ま
た
は
学
年
）
を
か
な
ら
ず
書

い
て
郵
便
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
掲

載
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
応
募
ハ
ガ
キ
等
は
お
返

し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
　
募
　
方
　
法

〒７７９－３２９５
高
川
原
字
高
川
原
１
２
１
の
１

石
井
町
役
場

　「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
係

　
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
紹
介

年
末
と
あ
わ
た
だ
し
さ
の
初
春
に
バ
ン
ザ
イ
し
め
で
衆
院
選
に
 　
　
　
 中
山
　
幸
子
さ
ん
（
　
関
　
）

流
血
し
尚
も
堂
々
銀
メ
ダ
ル
秘
め
る
 涙
  眼
 世
に
ぞ
煌
め
く
 　
　
　
　
　
 宮
崎
　
員
正
さ
ん
（
高
　
畑
）

な
み
 
だ

気
が
つ
け
ば
あ
と
１
枚
の
カ
レ
ン
ダ
ー
良
い
こ
と
あ
る
か
な
新
し
い
年
  中
川
美
智
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

日
だ
ま
り
に
赤
い
椿
が
顔
を
出
し
木
枯
ら
し
寒
く
年
を
重
ね
る
 　
　
　
 遠
藤
　
藤
恵
さ
ん
（
城
ノ
内
）

イ
ケ
メ
ン
は
年
末
年
始
忙
し
く
西
へ
東
へ
楽
し
そ
う
 　
　
　
　
　
　
　
 吉
岡
　
悦
子
さ
ん
（
　
関
　
）

新
年
の
石
井
役
場
の
新
庁
舎
町
も
人
も
が
輝
い
て
見
え
 　
　
　
　
　
　
 松
島
　
秀
子
さ
ん
（
石
　
井
）

前
山
で
子
育
て
し
居
り
三
光
鳥
物
珍
し
く
有
線
流
す
 　
　
　
　
　
　
　
 阿
部
　
敏
弘
さ
ん
（
石
　
井
）

見
事
な
る
白
菊
育
つ
家
有
ら
ば
散
歩
に
一
つ
楽
し
み
増
え
て
 　
　
　
　
 一
宮
　
一
郎
さ
ん
（
石
　
井
）

垣
根
よ
り
皇
帝
ダ
リ
ア
聳
え
立
ち
霜
月
の
空
彩
り
放
ち
 　
　
　
　
　
　
 大
草
　
正
子
さ
ん
（
城
ノ
内
）

広
報
で
も
ら
っ
た
カ
ー
ド
感
謝
し
て
胸
に
い
だ
い
て
か
み
し
た
た
め
て
  山
口
テ
ル
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

多
発
せ
る
天
変
地
異
の
災
害
に
地
球
に
 生
 れ
し
さ
だ
め
と
さ
と
り
て
 　
 井
上
　
澄
子
さ
ん
（
加
茂
野
）

あ

風
呂
 入
 れ
ば
ふ
と
母
の
声
出
る
と
き
は
 十
 ま
で
数
え
て
出
て
き
な
い
よ
と
  内
藤
　
睦
久
さ
ん
（
下
　
浦
）

い
 

と
お

は
つ
ま
い
り
 祝
  詞
 の
声
や
 玲
  瓏
 と
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 井
内
　
斐
子
さ
ん
（
天
　
神
）

の
り
 
と
 

れ
い
 ろ
う

初
屁
の
出
め
で
た
実
出
た
の
拭
く
笑
い
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 長
野
　
文
夫
さ
ん
（
桑
　
島
）

色
あ
せ
て
老
い
ゆ
く
春
に
祝
い
酒
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 泉
　
　
史
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

起
き
る
時
よ
い
し
ょ
と
言
っ
て
立
ち
上
が
る
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 遠
藤
　
達
郎
さ
ん
（
城
ノ
内
）

譲
ら
れ
る
人
ば
か
り
乗
る
昼
の
バ
ス
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 井
内
　
　
宏
さ
ん
（
天
　
神
）

　○に入る数字は何でしょう。
【問１】石井町役場新庁舎落成式が１２月○○日に
　　　　行われました。
【問２】石井町では○人目のお子さまから出産祝
　　　　金を支給しています。　
　ハガキに記入例のように答えを書いて、応募方法により２月１３日（金曜日）役場必着
でご応募ください。抽選で、「１,０００円の図書カード」（５名）、または「ふじっこちゃん釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
ストラップ」（５名）を進呈します。釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫

図書カード・ふじっこちゃんグッズを当てよう！広報クイズ
※記入例　

【問１】○○日
【問２】○人目
住所・氏名（フリガナ）・年齢（または学年）、
広報へのご意見・ご感想など

※１１月号の答え「①１０　②山」　
１１月号の応募総数は５２通でした。たくさんのご応募ありがとうございました。
※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。ご了承ください。 〔今号のふじっこちゃんグッズ〕

ストラップ

～充実した福利厚生を～
すばらしい、スタッフのために。すばらしい、スタッフのために。

　あわ～ず徳島では、社員・スタッフ
のみなさんが健康で安心して働ける環
境づくりのお手伝いができるよう様々
な福利厚生サービスを準備しています。
詳しくは、お気軽にご相談ください。

◆暮らしと余暇…日帰りバスツアー・映画
券やコンサートチケット割引、各種セミ
ナー補助など
◆慶弔共済給付…祝い金・見舞金・弔慰金
など
◆健康促進…定期健康診断補助・インフル
エンザ予防接種補助など
公益財団法人　徳島県勤労者福祉ネットワーク
勤労者福祉サービスセンター

〒770-0942
徳島市昭和町3-35-1わーくぴあ徳島4F
TEL 088-655-2940

http://toku-nw.com

Access
       here

毎月２２日は「ふじっこちゃんの日」
　役場に来られたお客様をふじっこちゃんが
お出迎えします。（プレゼントあり）
　日時　１月２２日（木）　２月２０日（金）
　　　　午後２時２２分～午後３時
　場所　石井町役場　玄関前
※２２日が土日祝日の場合は、その前の業務日となります。
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　１月２日、中央公民館で石井町成人式が行わ
れました。今年度の該当者は230人（男113人、
女117人）で、会場は華やかな晴れ着に身を包む
新成人でにぎわいました。
　新成人を代表して、片岡磨美さん（写真①）、
鎌田基夢さん（写真②）、坂東未都さん（写真③）
が二十歳の決意を述べ、会場からは大きな拍手
が起こりました。
　この成人式は実行委員会（写真④）が中心とな
って企画・計画をし、新成人の皆さんは小・中学
校時代の恩師のビデオレター上映を楽しむなど、
手作りの式を満喫していました。

①

　いしい英語だいすき事業の一環として、町内の中学生20名が11月 1 日から 4 
日まで福島県天栄村にあるブリティッシュヒルズにて語学研修に参加しました。
施設内ではすべて英語という普段の生活では体験できない環境の中で、英国の文
化・マナーに触れながら活きた英語を学びました。参加者は、最初は戸惑いなが
らもネイティブの先生方による授業を受けたり、英語とジェスチャーだけでのス
コーン作りにチャレンジするなど、かけがえのない経験をすることができました。

パスポートのいらない
英国留学

ブリティッシュヒルズ
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パスポートのいらない
英国留学

ブリティッシュヒルズ
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平成２７年　石井町成人式平成２７年　石井町成人式
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